
8/9 15:00開演
パシフィックフィルハーモニア東京

会場：昭和音楽
大学テアトロ・
ジーリオ・ショ
ウワ（新百合ヶ
丘駅徒歩 4分）

各

繊細かつ迫力のある九響サウンドを堪能
しました。「博多ラプソディ」は初めて聴き
ましたが、面白い曲でした。ショスタコー
ヴィチも感動的な熱演でした。九響には
またサマーミューザに来てほしいと思い
ます。(50 代・会社員・ドラネコウクレレ )
／九響初ミューザということで福岡から
遠征しました。ブリリアントで熱い九響サ
ウンドをヴィンヤードのホールで聴くこと
ができて感激です。（匿名）／九響ってど
んなもんだろう、と軽い気持ちで聴いて
いたが、その熱演にどんどん引き込まれ
ていき、もう感動！最後まで拍手している
自分がいた。新たなオケとの出会い、これ
もサマーミューザの魅力ですね。（60 代・
えいじ）／可愛いお顔の太田さんの指揮
は、きびきびしたペンギンさんのようでし
た！（会社員・京子）／ウワサより熱すぎ
る九響の演奏！妖艶であまりに熱情的な
高野百合絵さんの歌唱！奇跡的な一夜に
遭遇できたことが幸せ。（30 代・団体職
員・ぽんちゃん）／サマーミューザに九
響！嬉しすぎます。高野百合絵さんの魅
力に終始メロメロでした。太田弦さん率
いる九響の響きも素晴らしく、いつか九
響を聴きに福岡へ行きたいと思いまし
た！( 自営業・memo)／カルメンとタコ
５に繋がりの謎があるとのことですが、ま
さか同日のプログラムで一緒に聴けると
は！謎は解けませんでしたが、高野百合絵
カルメンの心とろかすようなハバネラと、
九響のエネルギッシュな演奏が聴けて大
満足でした。（70 代・ストーン）

地から招かれるゲスト・オーケストラを聴
くのもこの音楽祭の大きな楽しみのひと

つ。今年ははるばる福岡から九州交響楽団が
やってきた。指揮は若き首席指揮者の太田弦。こ
れが九響サウンドか！と唸らされる鮮烈な演奏を
披露してくれた。
　幕開けを飾ったのは楽団の委嘱作である小出
稚子作曲の「博多ラプソディ」。当地の祭りを題
材に民謡を現代的な書法を用いて再構築した清
新な楽曲で、楽団の
財産といってもいい
だろう。締めの「博多
手一本」のリズムが
キマっている。
続くビゼー「カルメ

ン」からの抜粋では、
ソプラノの高野百合絵
が見事な歌唱を披露。
オーケストラのコン

鮮烈！九響！堂々たる名演

サートでありながら、高野が登場すると場内の空
気は一変、瞬時に劇場の雰囲気へ。これぞカルメ
ンという妖艶さ。役柄にふさわしく豊かで深みの
ある声で、聴衆をオペラの世界へと誘った。
　後半はショスタコーヴィチの交響曲第5番。同
曲に「カルメン」の引用があることを示唆する冴
えたプログラムだ。体制批判なのか、プロパガン
ダなのか、はたまた愛の音楽なのか。いまださま
ざまな解釈により議論を呼ぶ問題作だが、いざ
曲が始まってみれば、純然たる音のドラマが圧
倒的な説得力で迫ってくる。九響の切れ味鋭く
明瞭なサウンドと磨き上げられたアンサンブル
が、苦悩も祈りもユーモアも勝利も敗北も包摂
した広大な音楽世界を描き出す。盛大な喝采の
後、拍手が止まずにマエストロのソロカーテン
コールに。これは客席の九響贔屓に留まるもの
ではなく、堂々たる名演の証と見るべきだろう。
　　　　　　 (音楽ジャーナリスト　飯尾洋一)
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なんて幸せ！焼きたてパン食べ放題なんて幸せ！焼きたてパン食べ放題
美味しそうなパンの香り…店内には15種類ほど

のパンがずらりと並んでいました！午前中に力仕事
を済ませ、腹ペコな私たちにとってなんと眼福な
光景…！ランチはメインを選ぶとパン食べ放題も
セット カリっと焼かれたチキンを乗せたサラダ
は安定の美味しさでカロリーを気にせずパンを堪
能できます。
　冷房で冷えた体にはクラムチャウダーがおすす
め！パンも楽しめる量のペンネも入っていました。
チリンチリン♪とベルが鳴るとパンが焼き上がった
合図、タイミングが良ければほかほかのパンが食

べられます。気が付いたらなんと‼２人で30個以
上のパンをたいらげてしまいました(笑)ぜひコン
サートとはしごして耳もお腹も満してみてはいかが
ですか♪　　　　　　(アルバイター　金の村ダ)

グリルチキンの彩りサラダ
濃厚クリーミーな食べるクラムチャウダー

ともに1,419円（税込）
お土産パン3個

パートナーショップ特典

※「優待チラシ」持参者のみ　※営業時間内は終日可

023年公演で大好評を博し
た「オルガンの魔術師」イ

ヴ・レヒシュタイナーが、ふた
たびミューザ川崎シンフォ
ニーホールに登場します。さ
らに今回は「ジャズピアノの
魔術師」宮本貴奈との共演が
実現！前半はオルガンソロ。
バッハとデュリュフレを取り

上げ、バロックからモダンまでパイプ
オルガンの多彩な音色をたっぷりと聴

2 かせてくれます。後半はいよいよデュ
オでの演奏を披露。パット・メセニーの
ミヌアーノに始まり、展覧会の絵、ラプ
ソディー・イン・ブルーと、誰もが知る
有名曲の数々に二人の魔術師がどんな
魔法をかけてくれるのか、期待は高ま
るばかりです。
　一夜限り、ミューザだけの特別なコ
ンサートを是非、ご堪能下さい。
　　　　　　　　　（事業企画課・SG）

オルガンの魔術師、ふたたび

イヴ・レヒシュタイナー　
パイプオルガン・リサイタル feat. 宮本貴奈
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【サマーミューザ期間限定】ホー
ル内ショップ・ホール２ F ホワ
イエ 他 に て お 取 扱 い 中

A4クリアファイル　
税込¥330（税別￥300）

[数量限定 ]サマーミューザ扇子　
税込¥1,980（税別￥1,800）


